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昭和 50年（1975年）：土器坂 坂下から

このあたりに土器職人が住んでいたので坂名となった。また、平安
中期の武将渡辺綱が、ここで買い求めた馬が河原毛で名馬だったか
らという説もある。
大正の作家で、三田文学を復活した水上瀧太郎は土器坂上ロシア大
使館辺りのお屋敷の子だった。「崖上から崖下の子供達を見つめる。
一緒に遊びたいが気後れしている。熊野神社が子供達の遊び場所で
あった。」（『山の手の子』より）
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昭和 50年（1975年）：土器坂 坂上から

麻布台と周辺の山坂（土器坂）
かわらげざか

←土器坂←土器坂←土器坂

【麻布未来写真館】 
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